
６
高齢者、障害のある人等の安全に資する歩行
者空間等の整備

高齢者や身体障害のある人等の自立した日常生活及び社会生活を確保
するため、バリアフリー化施策を推進する。

　○歩道の設置やバリアフリー化
　○バリアフリー対応型信号機等の交通安全施設の整備　など

４６ 高齢者に対する交通安全教育の推進

加齢に伴う身体機能の変化が歩行者又は運転者としての交通行動に及
ぼす影響などを理解してもらうとともに、安全に道路を通行するために必
要な実践的技能、交通ルール等の知識を習得させる交通安全教育を推
進する。

　○高齢者の交通安全教室
　○高齢者交通安全ワンポイントアドバイス事業の実施　など
　　　　　　　　　　　　　　　　　（北九州市薬剤師会と連携）
　〇市立年長者大学校への出前講演

６４ 高齢運転者対策の充実

加齢に伴う身体機能の変化が交通行動に及ぼす影響を理解してもらうと
ともに、現在の身体機能に応じた交通安全行動の習得と実践を目的とし
た交通安全教育を実施する。
　
　○高齢運転者に対する講習等
　○高齢者運転シミュレーター体験教室
　○高齢者運転免許証自主返納支援事業の実施
　　・運転免許証自主返納サポーター制度の推進
　　・北九州市免許返納特典カードの推進　　など

３ 生活道路における交通安全対策の推進

歩行者及び自転車利用者の安全な通行を確保するため、道路管理者と
警察が連携して、人優先の道路交通環境の整備を推進する。
　○「ゾーン３０プラス｣の整備
　　警察と道路管理者が連携して整備した５５か所の「ゾーン３０」につい
　　て、物理的デバイスと組み合わせて、「ゾーン３０プラス」を整備。
　○イメージハンプ、路側帯のカラー舗装化など

５ 通学路等における交通安全の確保

　通学路等の交通安全を確保するため、「通学路交通安全プログラム」等
に基づく定期的な合同点検の実施や学校、教育委員会、道路管理者、警
察等の関係機関が連携し、ハード・ソフトの両面から必要な対策を推進す
る。

　○「北九州市通学路交通安全プログラム」の実施
　○横断歩道等の交通規制の実施や歩行者用信号機の整備
　○「文マーク」の表示　など

３７
～
４４

５２

子供に対する交通安全教育の推進

　成長過程に合わせて、人優先の交通安全思想の下、交通安全教育・普
及啓発活動を実施する。
　○警察や北九州交通公園による交通安全教室の開催
　○保育園・幼稚園・学校等における交通安全指導の実施

取り組みの概要施策・事業名

子
供

主な事業の実績や進捗等

令和７年度　北九州市交通安全実施計画の主な取り組み一覧

主な視点
記載
ページ

①
高
齢
者
及
び
子
供
の
安
全
確
保

高
齢
者

○歩道の設置、バリアフリー化延長
令和６年度 ： １．４ｋｍ

○ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ対応型信号機設置
（視覚障害者用付加装置信号機、歩車分離信号機など）

○高齢者の交通安全教室（警察）
令和６年の実績４，７１７回 ４３，２７４人（県下）

○ワンポイントアドバイス事業
令和６年度の実績
調剤薬局 約 ５５０店舗
うちわの配布数 20,000本

○年長者研修大学校への出前講演
令和６年度 １１回 ４０４人

○ゾーン３０整備済箇所

５５箇所（令和６年度末現在）

このうち１０か所を「ゾーン３０プラス」として整備

〇物理的デバイス（ハンプ、狭さく、スムーズ横断歩道等）の設置

イメージハンプ、路側帯のカラー舗装化

○交通安全教室（警察）（令和６年中県下）

幼児 ： ８３１回 ５３，５１１人

小学生 ： １，７４４回 １０６，５３１人

中学生 ： ２０８回 ４８，４２５人

高校生 ： １６３回 ５６，７１７人

○交通安全教室（北九州交通公園・団体向け）（令和６年度）

２８３回 １１，６４６人

○高齢者講習 ２，０９５回 ８，６６９人（令和６年中県下）

○ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｽｸｰﾙ ３１０回 ２，７６９人（令和６年中県下）

〇高齢者運転シミュレーター体験教室 １５回 １３３人（令和６年度）

〇自主返納サポーター 登録事業者数 １２６事業者

○北九州市免許返納特典カード ２，４１８枚発行（令和６年度末）

市内の高齢者の交通事故の発生の推移

○平成２４年度緊急合同点検

対策必要箇所５７９箇所のうち、５７５箇所で対策済

○北九州市通学路交通安全プログラム （平成２７年策定）

・毎 年 ：全小中学校で安全点検

・５年に１度：全小中学校で合同点検

※R3.6.28千葉県八街市で発生した事故を受け、小中学校

で緊急点検を実施、抽出された２４２か所について、合同点

検を実施、道路管理者や警察等において対策を実施。

市内の子供の交通事故の発生の推移

資料１
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市内の交通事故の発生の推移



取り組みの概要施策・事業名 主な事業の実績や進捗等主な視点
記載
ページ

３ 生活道路における交通安全対策の推進

１６

２４
歩行者・自転車対策及び生活道路対策の推進

生活道路において、安全・安心な歩行空間の確保を図るとともに、自転車
利用環境の整備等により歩行者・自転車の安全な通行空間の確保を図
る。
　○歩行空間の整備
　○自転車通行空間の整備
　○ゾーン３０の整備
　○バリアフリー化を推進
　○信号機、道路標識等の整備

７

１３
道路の改築等による交通事故対策の推進

歩道等の整備及び交差点改良（コンパクト化、右折レーン設置等）や、現
道の改築による道路交通環境の整備を実施する。

２４ 自転車利用環境の総合的整備
交通状況に応じて、歩行者・自転車・自動車の適切な分離を図るなど、安
全で快適な自転車利用環境を創出する。
　○道路管理者と警察等が連携し、自転車通行空間の整備を推進

５１ 自転車安全利用の推進

自転車が道路を通行する場合の車両として交通ルールの遵守や交通マ
ナーの実践について周知・啓発を行う。
　○警察や北九州交通公園による交通安全教室の開催や自転車運転免
　　　許講習会
　○中学生全学年を対象とした自転車交通ルール検定の実施
　○「福岡県自転車の安全で適正な利用の促進及び活用の推進に関す
　　る条例」の周知（令和２年１０月　自転車保険加入義務化）

５３
飲酒運転撲滅に向けた交通安全教育及び広
報啓発活動等の推進

飲酒運転の危険性、悪質性やその代償を理解させる交通安全教育や広
報啓発活動を推進し、「飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない、そ
して見逃さない」という市民の規範意識の確立を図る。

８６ 交通の指導取締りの強化
飲酒運転など、交通事故に直結する悪質性・危険性の高い違反に重点を
置いた取締りの強化を図る。

３ 生活道路における交通安全対策の推進

８ 事故危険箇所対策の推進
指定された事故危険箇所において、交差点の改良や道路照明の整備、
信号機の新設・改良、道路標識の高輝度化など、集中的に交通事故抑止
対策を講じる。

２３ 効果的な交通規制の推進
道路交通環境の変化を的確に把握して、最高速度、駐車、信号制御等の
交通規制について、交通実態及び地域住民や道路利用者等の意見も踏
まえ、計画的に交通規制の見直しを推進する。

③
飲
酒
運
転
の

撲
滅

②
歩
行
者
及
び
自
転
車
の
安
全
確
保
と
遵
法
意
識
の
向
上

④
生
活
道
路
及
び
幹
線
道
路
に
お
け
る
安
全
確
保

市内の飲酒運転事故の推移

○交差点改良実施箇所（令和６年度実績）

福柳木交差点改良

折尾駅入口交差点改良

潤崎・下貫交差点改良

朽網小入口交差点改良

○飲酒運転の取締り件数（県下）
令和５年 ： １，５３６件
令和６年 ： １，８２８件

（令和６年中県下 警察）

○自転車教室 １，７１９回 １７４，１０２人

（令和６年度 北九州交通公園）

○交通安全教室（団体向け） １９１回 １０，４６４人
○自転車交通ルール検定 市内の中学２年生約７，４００人

○主な取組み
・年４回の交通安全運動に合わせた街頭活動
・ＨＰ、ＳＮＳ、広報誌等を活用した広報啓発活動

○第３次事故危険箇所（H25.7月指定）

市管理：２０箇所全てで対策が完了

国管理：１３箇所のうち、１２箇所で対策が完了

○第４次事故危険箇所（H29.1月指定）

市管理：１７箇所全てで対策が完了

国管理： ７箇所全てで対策が完了

○第５次事故危険箇所（R4.3月指定）

市管理：１８箇所全てで対策が完了

国管理： ９箇所のうち７箇所対策が完了

２箇所事業中

市内の自転車事故の推移

｢子供の安全確保｣を参照

｢子供の安全確保｣を参照

〇幹線道路、生活道路の交通実態を踏まえた交通規制の実施

・幹線道路…駐停車禁止、指定方向外進行禁止など

・生活道路…ゾーン３０プラスの整備による走行速度の抑制等

〇より合理的な交通規制の推進

道路交通環境の変化や地域住民の要望等を踏まえた交通

規制の見直し

○歩道の設置、バリアフリー化延長 令和６年度：１．４ｋｍ

○ゾーン３０整備済箇所

５５箇所（令和６年度末現在）

このうち１０か所を「ゾーン３０プラス」として整備

（令和６年度）
○自転車通行空間の整備 ４路線、３，７６０ｍ

（令和６年度）

○自転車通行空間の整備 ４路線、３，７６０ｍ
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市内の歩行者の事故の推移


